チェックリスト（城内景観形成地区）
■住宅景観ゾーン　景観形成基準
	
	景観形成基準
	左記の景観形成基準を満たすための具体的な手法等について記載してください。
	適否

	建築物・工作物等
	高さ・規模
	□住宅地としてのまちなみ景観を形成するよう、低層（３階建て以下）の住宅を基本とする。
	
	

	
	形態・

意匠
	全般
	□住宅地の雰囲気を著しく損なわないよう努める。
	
	

	
	
	屋根
	□勾配屋根、またはそれに準ずる形状とするよう努める。
	
	

	
	色彩
	□マンセル表色系を用いた色彩基準を守る。
	
	

	
	
	□住宅地の雰囲気を著しく損なわないよう、落ち着いた色彩となるよう努める。
	
	

	
	
	□使用する色彩の数は、できるだけ少なくするよう努める。
	
	

	
	
	□対比効果の大きい色彩の組み合わせは避けるよう努める。
	
	

	
	屋外設備等
	□付帯設備は、生活に支障のない範囲で、通りからの見え方、建物や周辺との調和に留意するなど景観上の配慮を行う。
	
	

	
	
	□自動販売機等は、広告表示の派手なものや台数を多く連続して配置するなど、景観を著しく阻害するものは避ける。
	
	

	
	
	□地域の夜間景観を損なうような過度の明るさや色彩の照明を用いないよう努める。また、周辺住民の生活環境への影響を考慮したものとする。
	
	

	
	外構・緑化
	□車庫及び駐車場などで道路から見えるものについては、景観上の配慮を行う。
	
	

	
	
	□みどり豊かな住宅地を形成するため、建物周辺で道路に面する部分は、生垣等の緑化を行なうよう努める。基礎等にブロックを使用する場合は、地盤面からの高さを50cm程度とし、上部を緑化するか、板塀などの自然素材を使用するよう努める。やむをえず、フェンスを設置する場合は、生垣等によりフェンスを隠す形状のものを用いるよう努める。
	
	

	
	
	□特に高さ3.5ｍ以上の樹形の美しい高木や季節感を感じさせる木等については積極的な保存に努める。
	
	

	
	
	□木竹の伐採は必要最低限とし、周辺景観との調和に配慮する。
	
	

	土地の形質の変更
	□現況の地形を可能な限り活かし、周辺景観との調和に配慮する。
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